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橋
下
府
政
を
継
承
し
た
松
井
府
政
の
も
と
、
国
が

進
め
て
い
る
２
０
１
５
年
度
か
ら
の
国
保
の
広
域
化

計
画
に
呼
応
し
な
が
ら
、
府
で
も
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
市
町
村
国
保
会
計
の
悪
化
は
、
１
９
７

０
年
代
に
60
％
近
く
あ
っ
た
国
庫
負
担
金
が
、
近
年

は
25
％
程
度
に
削
減
さ
れ
た
た
め
に
国
保
料（
税
）が

高
額
と
な
り
、
未
収
額
が
膨
大
と
な
っ
て
い
る
。
国

保
会
計
の
最
大
支
出
項
目
は
医
療
給
付
費
で
あ
り
、

広
域
運
営
を
し
て
も
削
減
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

国
保
が
広
域
化
さ
れ
れ
ば
①
一
般
会
計
法
定
外
繰

り
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
②
累
積
赤
字
を
解
消
す
る
た
め
の
徴
収
強
化
と
保

険
料
値
上
げ
に
つ
な
が
る
③
条
例
減
免
制
度
は
最
低

限
の
制
度
以
外
ほ
ぼ
廃
止
と
な
る
―
―
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　

大
阪
の
市
町
村
で
は
、
国
庫
負
担
削
減
分
を
カ
バ

ー
し
よ
う
と
、
一
般
会
計
か
ら
年
間
３
０
０
億
円
の

法
定
外
繰
り
入
れ
を
し
て
い
る
。
こ
れ
を
加
入
者
が

負
担
す
る
と
１
世
帯
当
た
り
２
万
円
の
保
険
料
負
担

増
に
な
る
。
ま
た
、
累
積
赤
字
を
抱
え
て
い
る
市
町

村
の
多
く
は
、
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
解
消
す
る
公

算
が
高
く
、
そ
う
な
れ
ば
府
下
平
均
を
大
幅
に
上
回

る
保
険
料
の
値
上
げ
が
必
要
に
な
る
。

（
５
）
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
の
一

環
と
し
て
の
府
保
健
医
療
計
画

　

大
阪
府
は
、
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
の
一
環
と
し

て
保
健
医
療
計
画
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
身
は
、
千

里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
金
３
億
５
千
万
円

の
廃
止
、
泉
州
救
命
セ
ン
タ
ー
を
泉
佐
野
市
の
り
ん

く
う
の
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
移
管
、
中
河
内
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
の
運
営
形
態
を
検
討
す
る
と
い
う
府

民
の
命
を
守
る
と
い
う
視
点
に
欠
け
た
も
の
で
あ

る
。
大
阪
市
で
も
、
住
吉
市
民
病
院
を
廃
止
し
府
立

急
性
期
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
統
合
、
健
康
局
健
康

推
進
部
に
至
っ
て
は
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
総
合
健

康
診
査
事
業
（
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
チ
ェ
ッ
ク
）
を
廃
止

す
る
な
ど
、
府
民
の
命
と
健
康
を
な
い
が
し
ろ
に
す

る
施
策
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が

２
０
１
１
年
８
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
全
国
の
27
の
道

県
で
条
例
化
さ
れ
て
い
る
が
、
大
阪
府
は
そ
の
意
思

す
ら
な
い
。

（
６
）
大
阪
市
民
の
サ
ー
ビ
ス
を
削

減
す
る
「
市
政
改
革
プ
ラ
ン
」

　

橋
下
「
維
新
の
会
」
が
、「
府
市
統
合
本
部
」
を

「
司
令
塔
」
に
、
①
３
年
間
に
３
９
４
億
円
も
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
削
る
「
大
阪
市
政
改
革
プ
ラ
ン
」
②

教
育
・
職
員
基
本
条
例
の
制
定
③
市
職
員
へ
の
「
思

想
調
査
」
―
―
に
み
ら
れ
る
強
権
的
な
市
政
運
営
を

進
め
て
い
る
。

　

「
市
政
改
革
プ
ラ
ン
」
で
、
２
０
１
３
年
度
は
１

３
０
億
円
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
す
る
。
成
人
検

診
事
業
・
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
「
受
診
率
の

向
上
に
結
び
付
か
な
い
」
と
し
て
原
則
廃
止
。
メ
ニ

ュ
ー
の
一
つ
で
あ
っ
た
歯
周
疾
患
検
診
は
、
協
会
が

集
約
し
た
５
２
６
項
目
に
わ
た
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
一
定
反
映
し
存
続
し
た
も
の
の
、
年
齢
の
上

限
を
70
歳
に
縮
小
し
、
５
０
０
円
の
一
部
負
担
金
を

導
入
し
た
。
ま
た
、
歯
科
衛
生
事
業
や
夜
間
歯
科
救

急
支
援
事
業
、
寝
た
き
り
高
齢
者
訪
問
歯
科
支
援
事

業
な
ど
、歯
科
関
連
施
策
を
軒
並
み
削
減
し
て
い
る
。

　

国
保
料
は
３
％
値
上
げ
し
、
払
え
な
い
世
帯
に
対

す
る
財
産
調
査
を
強
化
す
る
方
針
。
障
害
者
や
高
齢

者
世
帯
向
け
の
水
道
料
金
減
免
制
度
は
廃
止
す
る
。

70
歳
以
上
を
対
象
に
市
営
地
下
鉄
・
バ
ス
に
無
料
乗

車
で
き
る
「
敬
老
パ
ス
」
は
、
年
間
３
千
円
の
自
己

負
担
を
導
入
す
る
。「
現
役
世
代
へ
の
重
点
投
資
」

（
橋
下
市
長
）
と
言
い
な
が
ら
、
保
育
料
の
値
上
げ

や
新
婚
世
帯
向
け
家
賃
補
助
の
募
集
停
止
、
市
立
保

育
所
・
市
立
幼
稚
園
25
カ
所
の
民
営
化
を
打
ち
出
し

て
い
る
。

　

今
ま
で
地
域
福
祉
を
支
え
て
き
た
大
阪
市
（
区
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
交
付
金
は
25
％
削
減
と
な

り
、
４
年
後
に
は
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
２
０
１
２
年
に
実
施
さ
れ
た
市
政
改
革
プ

ラ
ン
の
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

は
、
募
集
開
始
か
ら
わ
ず
か
19
日
間
で
過
去
最
多
の

２
万
８
３
９
９
件
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
う
ち
市
の
方

針
へ
の
反
対
意
見
が
94
％
を
占
め
た
。
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
の
全
館
廃
止
方
針
に
97
％
が
反
対
意
見
、
敬

老
パ
ス
の
見
直
し
や
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
廃

止
方
針
な
ど
に
批
判
が
集
中
し
た
。
ま
た
、
住
吉
市

民
病
院
の
存
続
を
求
め
、
振
興
町
会
ぐ
る
み
で
署
名

に
取
り
組
む
動
き
も
出
て
い
る
。

　

橋
下
氏
へ
の
批
判
を
手
控
え
て
き
た
マ
ス
コ
ミ
か

ら
も
「
橋
下
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
生
活
が
良
く
な
っ

た
と
感
じ
て
い
る
大
阪
市
民
は
い
る
の
か
。
み
ん
な

『
派
手
な
サ
ー
カ
ス
は
も
う
い
い
。
パ
ン
を
く
れ
』

と
思
い
始
め
て
い
る
」（「
産
経
」
２
０
１
２
年
９
月

30
日
付
）
と
の
声
も
出
始
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
堺
市
で
は
公
務
員
を
「
全
体
の
奉
仕

者
」
か
ら
首
長
の
下
僕
に
変
質
さ
せ
る
「
維
新
の

会
」
提
案
の
職
員
基
本
条
例
を
否
決
し
、
市
長
提
案

の
職
員
条
例
を
可
決
し
て
い
る
。
竹
山
市
長
は
「
現

行
制
度
に
つ
い
て
欠
陥
は
な
い
。
憲
法
と
地
方
公
務

員
法
を
順
守
す
る
」「（
人
事
評
価
は
）
絶
対
評
価
で

実
施
し
た
い
」「
市
政
運
営
に
は
健
全
な
労
使
関
係

が
不
可
欠
」
と
答
弁
す
る
な
ど
、
新
し
い
流
れ
も
生

ま
れ
て
い
る
。

２
０
１
１
・
２
０
１
２
年
度
総
括

２
０
１
１
・
２
０
１
２
年
度
総
括学校歯科治療調査を取り上げたMBS「保健室

からのSOS」（左）、「日本歯科新聞」（右）、　
「しんぶん赤旗」（中）　　　　　　　　　　

東京・新宿駅前の街頭宣伝で署名を集める
協会役員＝2011年10月30日　　　　　　　

　

構
造
改
革
が
も
た
ら
し
て
い
る
賃
金
の
低
下
、
様

ざ
ま
な
分
野
で
の
国
民
負
担
増
が
原
因
と
な
り
、
経

済
的
理
由
に
よ
る
歯
科
の
受
診
抑
制
が
顕
著
で
あ

る
。
こ
れ
ら
根
本
的
問
題
を
改
善
し
、
生
活
の
安
定

を
実
現
さ
せ
な
い
限
り
、
国
民
は
安
心
し
て
歯
科
医

療
に
か
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

２
０
１
１
・
２
０
１
２
年
度
方
針
で
は
11
の
課
題

を
掲
げ
、
公
的
医
療
を
守
り
拡
充
さ
せ
る
こ
と
、
会

員
で
あ
る
保
険
医
の
生
活
と
権
利
を
守
る
こ
と
を
柱

に
、
様
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
た
。

　

２
年
度
の
運
動
で
特
筆
す
べ
き
も
の
は
、
休
保
制

度
の
募
集
再
開
を
実
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
適
用
除

外
運
動
を
い
ち
早
く
開
始
し
た
こ
と
、
会
員
に
実
情

を
知
ら
せ
多
く
の
賛
同
と
協
力
を
得
た
こ
と
が
法
律

の
再
改
定
に
つ
な
が
っ
た
。
協
会
・
保
団
連
の
組
織

活
動
の
一
つ
で
あ
る
共
済
活
動
が
、
運
動
の
要
素
を

持
っ
て
共
同
を
広
げ
た
こ
と
は
、
今
後
の
協
会
運
動

に
大
き
な
確
信
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。
医
療
運

動
で
は
、
国
は
も
と
よ
り
大
阪
府
下
自
治
体
に
働
き

か
け
、
医
療
費
助
成
を
拡
充
さ
せ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
制
度
改
善
は
、
患
者
の

歯
科
受
診
を
促
す
と
と
も
に
会
員
自
身
も
そ
の
成
果

を
実
感
で
き
る
。
協
会
・
地
区
組
織
が
、
地
域
社
保

協
や
各
種
団
体
と
共
同
を
強
め
る
こ
と
で
得
た
大
き

な
成
果
で
あ
る
。
住
民
・
団
体
と
の
協
力
・
共
同
で

は
、
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
取
り
組
み
も

着
実
に
前
進
し
た
。
大
阪
連
絡
会
の
、
歯
・
口
腔
と

全
身
の
健
康
を
重
視
し
た
多
彩
な
企
画
と
、
団
体
と

う
ち
、
半
数
を
超
え
る
50
・
２
％
の
子
ど
も
た
ち
が

歯
科
を
未
受
診
で
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
た
。
子
ど
も

の
口
腔
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
医
療
に
か
か

れ
な
い
世
帯
を
な
く
す
こ
と
で
あ
る
。
堺
市
や
大
阪

市
を
は
じ
め
田
尻
町
、
能
勢
町
で
は
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
が
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
さ
れ

た
。
こ
の
う
ね
り
を
一
層
広
げ
、
貧
困
世
帯
の
子
ど

も
が
ま
た
貧
困
に
陥
る
「
貧
困
の
再
生
産
」
を
断
ち

切
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
歯
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
力
を
尽
く
す
。

　

ま
た
協
会
は
、
さ
ら
な
る
国
民
健
康
保
険
料
の
値

上
げ
に
つ
な
が
る
「
国
保
の
広
域
化
」
に
反
対
し
、

大
阪
府
と
の
交
渉
で
も
国
保
料
を
こ
れ
以
上
引
き
上

げ
な
い
よ
う
に
要
請
し
て
き
た
。

　

窓
口
負
担
増
に
よ
る
受
診
抑
制
は
深
刻
な
状
況
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
大
阪
で
は
３
割
を
超
え
る
非
正
規

雇
用
者
と
と
も
に
完
全
失
業
率
は
５
〜
６
％
に
達

し
、
全
国
の
６
分
の
１
を
占
め
る
企
業
倒
産
数
と
な

っ
た
。
協
会
が
２
０
１
２
年
５
月
に
取
り
組
ん
だ

「
学
校
歯
科
治
療
調
査
」
で
は
、
府
内
の
全
公
立
小

学
校
に
調
査
票
を
送
付
し
１
５
６
校
か
ら
協
力
を
得

た
。
調
査
結
果
は
毎
日
放
送
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

「
学
校
歯
科
健
診
で
要
治
療
と
診
断
さ
れ
た
児
童
の

１
、
公
的
医
療
保
険
を
守

り
、
国
民
が
歯
科
医
療

を
受
け
や
す
く
す
る
た

め
の
活
動

（
１
）
患
者
負
担
を
引
き
下
げ
、
皆

保
険
を
守
る

　

２
０
１
２
年
度
歯
科
診
療
報
酬
改
定
は
、
前
回
の

プ
ラ
ス
に
引
き
続
き
１
・
70
％
の
改
定
率
と
な
っ

た
。
東
日
本
大
震
災
復
興
へ
の
負
担
増
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
歯
科
技
術
料
本
体
が
わ
ず
か
な
が
ら
プ
ラ

（
２
）
患
者
が
求
め
る
歯
科
医
療
の

提
供
を
阻
害
す
る
歯
科
医
療
診
療

報
酬
の
改
善

《
10
面
に
つ
づ
く
》

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
請
願
署
名
活
動
が
一
体
と

な
り
、
大
阪
の
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
運
動
の
基
盤

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
８
面
か
ら
つ
づ
く
》


